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「子育て支援力」育成のための保育士養成教育に関する研究（２）
Ⅰ　はじめに
2009年 4月より施行された新しい『保育所保
育指針』（2008年 4月告示）においては、第 1章
「総則」２「保育所の役割」において、「保育所は、
入所する子どもを保育するとともに、家庭や地域
の様々な社会資源の連携を図りながら、入所する
子どもの保護者に対する支援及び地域の子育家庭
に対する支援等を行う役割を担うものである。」
と明記された。また、同３「保育の原理」（１）「保
育の目標」において、子どもの保育における目標
に並んで「保育所は、入所する子どもの保護者に
対し、その意向を受け止め、子どもと保護者の安
定した関係に配慮し、保育所の特性や保育士等の
専門性を生かして、その援助に当たらなければな
らない。」と明記されている。すなわち、今日の
保育所および保育士（者）の役割として、保護者・
地域に対する子育て支援は、子どもの保育に並ん
で大きな柱となっているのである。
この『保育所保育指針』の告示を受けて保育士
養成課程の改訂も間近に行われると見られるが、
全国保育士養成協議会・現代保育研究所の大嶋恭
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This continues research from our previous paper titled, “A Research on Educational Institutions for 
Childcare Training in the Child Rearing Support Program （1）”. The goal of this research is to nurture 
childcare major university students’ ability of child-rearing support. “Service Learning” is used as the method 
of our research to promote students’ spontaneous learning.
  “Service Learning” is a method in which students learn through actual experience.  Activities used in 
“Service Learning” are programmed to meet the needs of a target community.
In this research, three childcare major university students went into a child rearing support room at a 
day care nursery once a week for about three months as participant observers. The students observed how 
parents, children, and childcare teachers related to one another and how childcare teachers support parents. 
The students were asked to write journals after the program was over to reﬂ ect on their observations of the 
relations between the parents, the children and the childcare teachers and to recall their thoughts at that time.
Resulting from analysis of the students’ journals, it was found that they made three distinct sets of 
observations: parents and I, children and parents, and childcare teachers and parents.
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二を中心とした研究チームによって新しい保育士
養成課程に向けた研究が行われている。その研究
における最終報告では、「家庭支援演習」の新設
や「相談援助演習」の充実、その中で保護者指導
のスキルを習得するなどの提言が盛り込まれてい
る。（大嶋ほか 2009）　これまでにも保育士養成
課程における子育て支援に関する科目としては
「家族援助論」があったが、この科目は講義科目
であり、理論的学習などの「座学」が中心となり
がちである。新たな提言ではこの点を見直し、演
習科目の充実による「子育て支援力」の習得を指
向しているといえる。
このように、これからの保育士（者）養成にお
いては単に「保育力」を身につけて終わるのでは
なく、「子育て支援力」の育成が重要な柱となっ
てくるのである。筆者らは「子育て支援力」を①
【基礎的な資質・姿勢・態度】、②【基盤となる
「保育力」】、③【「保育力」を基盤に「子育て支援」
を実践する力】の３つの構造で捉えた。そしてそ
の中の【「保育力」を基盤に「子育て支援」を実
践する力】を「子育て支援の意味や機能、方法の
理解」「地域の社会資源に関する知識・理解」「保
護者にかかわり、適切に関係を構築する力」「他
機関など地域社会の社会資源と連携する力」「問
題解決のために知識や経験、技術を応用する力」
として捉えている。このうち【「保育力」を基盤
に「子育て支援」を実践する力】の育成について
は現状の過密なカリキュラムでは難しいといえる
が、「授業との関連」を図り、「学生主導」によ
る実践に方向づけたプログラムを実施することに
よって、これらにつながる、座学で学ぶ以上の「何
か」を感じることが期待されるのではないか。（福
井ほか 2009）
本研究においては、このような問題意識のもと
に、「授業との関連」「学生主導」の子育て支援を
実践するにあたって、「サービス・ラーニング」
に着目し、その実践を行った。そして、参加学生
が継続して作成したジャーナル（日誌）と振り返
りについて分析を行うことにより、学生が自ら
サービス・ラーニングに取り組むことにおける、
学生の成長の姿と「学び」のあり様について探る
こととしたい。
Ⅱ　サービス・ラーニング
１．サービス・ラーニングの定義と特徴
サービス・ラーニングとは、コミュニティ・サー
ビスと教科学習をつなげ、アカデミックな学問を
学ぶ社会貢献型の体験学習である。（吉田 2003）
　その起源はボランタリズムの伝統のあるアメリ
カにあり、その理論的基礎はデューイ（Dewey, 
J）の経験学習（experiential learning）にさかのぼ
る。高等教育機関におけるサービス・ラーニング
は 1960年代から 70年代にかけて、マイノリティ
などの社会問題への関心などを背景に始まり、「国
家及びコミュニティ・サービス法（National and 
Community Service Act）」が制定された 1990年以
降、全米に普及した。（開ほか 2003）
日本においては国際基督教大学（ＩＣＵ）が草
分けであり、1996年度から単位を授与する科目
としてサービス・ラーニング・プログラムに取
り組んでいる。1996年度より「国際インターン
シップ」として海外でのサービス・ラーニングが
スタートし、1999年度には「コミュニティ・サー
ビス・ラーニング」が開講され、国内でのサービ
ス・ラーニングがスタートしている。（ＩＣＵサー
ビス・ラーニング・センターのホームページより
http://subsite.icu.ac.jp/slc/j/ 2009年 10月 9日アクセ
ス）
その特徴としては、以下の２点にまとめられる。
第一に、サービス（奉仕）を通して、現実社会に
何らかのインパクトを与えること、用意された疑
似的な体験でなく、真に人々の役に立ったという、
リアルな体験が重要となる。第二に、それが単な
る体験ではなく、構造化された教育的取組みであ
り、ボランティア活動であれば何でもよいのでは
なく学習目的に沿った活動に取り組まなければな
らないとされる。（桜井 2007）
そのため、その構成要件として「振り返り
（reﬂ ection）」が重視される。（山田 2008、桜井 前
掲書、小林 2007）特に小林（2007）は Kolb（1984）
の体験的学習の過程に触れ、サービス・ラーニン
グの核になるのは体験とリフレクションであると
述べている。アメリカの「国家及びコミュニティ・
サービス法」でもサービス・ラーニングの定義に
関して、満たすべき条件として参加者に活動経験
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の振り返り（総括）の時間を含んでいるプログラ
ム、が挙げられている。（山田，2007）
２．サービス・ラーニングの効果
小林（2007）は、Altman（1996）が述べた大学
教育が対象とすべき知識領域として述べた①基礎
的知識、②専門的知識、③社会応答的知識の 3つ
を身につける上でのサービス・ラーニングの意義
を、①大学と実践現場の間にあるギャップを埋め
ることが出来る、②サービスの場において学生は
大学の中では得難い専門的知識を得ることが出来
る、③学生が今ここにある社会的問題に目を向け、
その解決のために主体的に取り組む機会を提供す
る、の 3点にまとめている。
また、山田（2006）は、自分の役割や責任の経
験を通して必要とされる知識（リテラシー）や技
能（スキル）の習得を挙げている。具体的には
サービスの対象者や仲間との間の思いやり（他者
理解）、「振り返り」経験による批判的思考、地域
社会の現状を知ることによる社会認識であり、こ
れらの修得によって学力向上、さらには自尊感情
の獲得・向上が期待されるとしている。
３．なぜサービス・ラーニングか
社会貢献活動としてはボランティアが一般に知
られるところではあるが、その定義として一般に
「自発性」「無償性」「利他性」に基づくものとさ
れている。すなわち、他からの強制をともなわな
い自発的活動であり、一切の見返りや利益を目的
としない無償の活動であり、広く社会一般の利益
につながる社会貢献活動である。
これまで保育士養成校である短期大学において
も、学生が行う子育て支援プログラムにおいて、
その位置づけが「課外活動」であるものについて
はプログラムの「ねらい」に「計画・反省・記録」
はあまり含まれない傾向にあり、教員による評価、
学生による評価ともほとんど行われない。（福井
ほか 2009）　この傾向は、これらのプログラムが
潜在的には学習が目的として含まれながらも、表
向きは「一切の見返りや利益を求めない」「自発
的活動」としてのボランティア活動という形で行
われることによるものと思われる。それゆえ、こ
れらの活動においては学生自身による「振り返り」
などによる教科学習へのフィードバックはあまり
意図されないことになる。
一方、保育士（者）養成において学生が行う体
験的な学習の機会としては「保育実習」「教育実習」
がある。これらは、それぞれ保育士資格、幼稚園
教諭免許状を取得するために必修の科目として設
定されている。それは前後に行われる事前事後指
導とともに授業の一環として行われており、その
実習において経験すべき内容の大枠は決められて
いる。実習先も、地域の求めというよりは養成校
側の都合と依頼によって設定されることが多い。
また、学生が行う子育て支援プログラムにおい
ても「教職員主導」のものとなる場合、特に、そ
れが「授業と関連」しており、音楽や劇、ペープ
サート、パネルシアターなどのショー的活動とな
る場合には、それは実習的な意味合いが強くなる。
この場合、学習を主たる目的としながらも幾分か
は地域へのサービスが意図されるものの、取り組
まれるプログラムの大枠は教職員側が設定した上
で、演目などの内容について学生がそれぞれ考え
て取り組むことになるものと思われる。そして、
これらの活動によって身につくものと思われるも
のは、主に【基礎的な資質・姿勢・態度】、【基盤
となる「保育力」】に属するものであると思われる。
サービス・ラーニングとは、これらボランティ
アや実習とは異なるものである。教職員側によっ
て用意された疑似的な活動ではなく、学生自身が
現実の社会的問題に対して主体的に取り組む機会
としての子育て支援なのである。また、保育士や
子どもの保護者などの当事者との直接的な関わり
により現状を知ることによる社会認識が期待され
る活動である。「子育て支援力」のうち、【「保育力」
を基盤に「子育て支援」を実践する力】に属する
内容の育成を図るには、当事者と直接的な関わり
を持ち、そのニーズに応じて知識・技術・経験を
応用する機会が必要であると思われる。
そして、サービス・ラーニングとは「授業と関
連」したものとして教科学習にフィードバックさ
れる活動である。単に取り組み、経験するという
ことばかりが大切なのではなく、その後の「振り
返り」が学びにつながるための大きな鍵となる。
それは『保育所保育指針解説書』の中でも繰り返
し述べられている「省察」をすることの経験でも
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ある。
このように、ボランティアは一般に「課外活動」
「学生主導」の活動であり、学生の主体的な活動
ではあるが、学習に結びつく期待には乏しい。ま
た、実習は「授業と関連」「教職員主導」の活動
となるものであり、初めから学習との関連が意図
された活動ではあるが、学生の主体性には乏しい。
それに対し、サービス・ラーニングは「授業と関
連」「学生主導」の活動となるものであり、学生
の主体性、学習との関連性の両方を意図したプロ
グラムであるといえる。
Ⅲ　研究の方法
１．実践現場の概要
現場：金沢市内　Ｈ保育園内子育て支援広場
「ぽけっと」　毎日、午前 9：00～ 12：00開設
期間： 2008年 10月～ 2009年 1月　（毎週 1回
午前中 9：30～ 10：30に３名の学生が参加）
子育て支援広場「ぽけっと」は、2001年 4月、
地域内に転勤族の子育て世代が多いという事情に
対応して、親子での孤立化、母親の育児不安解消
のため、親子つどいの広場として保育園が独自に
立ち上げた子育て支援広場である。現在は、土曜
日を除く毎日 9時から 12時まで開設されており、
利用者は近隣に住む親子を中心として、随時自由
参加となっている。ここでは、子育て支援専任の
保育士は、1名常駐している。離乳食試食会、製作、
リズム遊び、読み聞かせ、交流保育など月に数回
は活動内容が設定されているが、その他は、親子
が共に集う場所の提供が主体となっている。育児
相談は、特別な時間や場所を設けず、広場開設時
間内に、担当保育士と個々の保護者の間で行われ
ている。
２．研究の手続き
本研究における学生の活動は、短期大学の卒業
研究の一環として行われたものであるが、サービ
ス・ラーニングの趣旨である「学生主導」の活動
を前提として、自らの意思で、「子育て支援」に
ついて学びたいという希望を持ち集まった３名の
短大生（仮にＡ子・Ｂ子・Ｃ子）によるものである。
また、体験を教科学習（学び）に繋げていくとい
う観点からも、受け入れ側の施設に対して、必ず
「指導」を行って欲しいとの依頼を提出した。こ
こでいう「指導」とは、実習のように学生の評価
をともなうものとは異なり、学生の疑問に対する
知識の提供、自己課題や記録に対し助言などを示
すものである。このように、本研究における学生
の実践の場の提供は教師によって行われたが、本
研究における実践については、あくまでも学生の
意思による主体的な参加であったことを強調して
おきたい。
３．観察方法
本研究では、子育て支援広場に３名の学生が、
関与観察という形で約３ヶ月間、継続して参加し
た。関与観察（participating observation）とは、自
らが対象者と関わりながら、一方でその様子を観
察するという二つの行為を表したものである。
鯨岡（2005）は、関与観察は、そこで生きてい
る人たちの生き様に触れることができる、そして
色々な出会いがあること、その出会いの中で自分
の中にさまざまな気づきが得られることなど、教
育、保育、看護などの現場において有効であると
論じている。しかしながら、行動観察のように特
定の対象に焦点を絞って見るのではなく、その現
場に身をおきながら、何を観察するのかが不明な
まま始められるため、初心者の学生達にとっては、
図 1 ボランティアと実習とサービス・ラーニングの比較
出典：桜井（2007）より
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「関与する」ことに神経を使いながら、他方で現
場での何を捉え観察するべきなのかという迷いが
生じる。即ち、「関与すること」と「観察すること」
の両立は難しいと思われる。また、関与観察を「記
録する」という行為に結びつけた場合、「共にある」
ことを主眼に置いて関わるため、そこで起こった
出来事、自らが感じたことなど直ちに記録に残す
ことは不可能である。しかし、鯨岡は、このよう
な困難があるにせよ、関与観察を行った後、何か
のエピソードを取り上げて、それを記憶に残し、
考察することが重要であると述べている。
４．ジャーナルによる記録の集積
国際基督教大学（ＩＣＵ）で行われている「サー
ビス・ラーニング」のカリキュラムの中では、日
誌や記録の重要性を実例やディスカッション等を
通して学ぶ授業がある。この授業は、特にサービ
ス・ラーニングの準備段階で行われているが、こ
こで用いられている「ジャーナル」と呼ばれる記
録のとり方に注目し、この手法を導入することに
したい。
ジャーナルは、広義には「新聞・雑誌等の定期
刊行物」とされているが、ＩＣＵの授業内では、「日
誌、自分史」として捉えている。書式というもの
は、定められておらず、大学ノートを用意して、
左半分のページに、その日の出来事の中で感じた
こと、自分なりの思いなどを自由に書き綴ってい
き、数日後、右のページにその当時（左ページに
記載された記録）の自分の感情、思いの箇所を抜
き出しながら、「振り返り」（reﬂ ection）の作業を
行う方法である。ＩＣＵのサービス・ラーニング
では、その、学びの柱として、「経験の振り返り」
を強調しているため、準備段階での日誌づけの励
行、振り返りを通して、その基礎能力を育んでい
くものであると考えられる。
他方、保育現場においても「振り返り」という
経験は、同様に重要視されている。厚生労働省が、
2009年 3月に発布した「自己評価カイドライン」
においても、保育士等の個々の実践の振り返りに
基づき、次の保育計画を立案する、いわゆるＰ（計
画）Ｄ（実行）Ｃ（評価）Ａ（行動）サイクルが
示されている。保育士が振り返りを行う際には、
日々の保育実践の記録が自己評価の最大の資料と
なり得るのである。その記録を基にして、個々に、
また職員間で共有しながら、多様な視点で吟味し
ていくことにより、再確認や新たな認識、考え方
の発見にも繋がるのである。保育現場では、記録
を活用して自己評価を進めていくことが何よりも
効果的であると考えられている。
本研究においては、関与観察を行った学生が
ジャーナルの手法に基づき、記録を集積した。そ
の記録を報告的記述として留めるのではなく、
データとして位置づけ、分析を試みることにし
た。分析の手法には、以下に示す質的データ分析
法コード・マトリックスを導入した。
５．事例－コード・マトリックスによるデータ分析
質的研究では、編集過程の最初に、収集された
インタビュー記録、フィールドノーツ、日記など
文字資料に対して、「定性的コーディング」と呼
ばれる作業が行われることがある。定性的コー
ティングは、文字テキストデーターに対して、
「コード」、つまり、それぞれの部分を含む内容を
示す小見出しのようなものをつけていく作業であ
る。その後、複数のコード同士の関係性や、コー
ドと文章セグメントの間の関係について比較検討
するプロセスを通して概念モデルを構築していか
なければならない。その歳に重要な手がかりとな
るのが事例－コード・マトリックスである（佐藤
　2008）事例コード・マトリックスは、いくつか
の事例を横軸に、複数のコード（概念的カテゴ
リー）を縦軸として、さらにひとつ一つの文書セ
グメントの記述により複雑に組み込まれている表
である。この表は、事例を中心にして横方向に見
る場合と、コード、変数を中心にして縦方向に見
る場合によって、きわめて対照的な２通りの分析
を行うことができるのが特徴である。加えて言う
ならば、横方向に見ていく場合には、それぞれの
事例の個別性や特殊生を明らかにしたり、それに
ついてより深く理解していくことが主な分析の目
的となる。また、縦方向に見ていく分析の仕方で
は、主に事例の特殊性を超えて、一般的なパター
ンや規則性のようなものを見ていくことができ
る。佐藤（2008）は、このような２通りの分析法
は、質的研究が陥りがちな落とし穴である「木を
見て森を見ず」つまり個別の事例に捕らわれるあ
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まりに全体的な傾向や一般的なパターンについて
の考察がおろそかなってしまうという傾向を避け
ることができる有効な手段であると述べている。
本研究内では、３名の学生から集積された記録
（データ）を３つの概念（保護者と私、保護者と
保育者、保護者と子ども）に分類した。各事例に
ついては、できるだけ学生の記録をそのままの形
で切り取りながらも、スペースの関係上若干では
あるが、論点を要約した形で取り入れている。縦
軸においては、個々の記録を時間的な経過を追っ
て表している。さらに、横軸の中では、自らの事
例に対して学生が自己分析、洞察力を深めるため
に行った「振り返り」での内容についても一部付
加して組み込んでいる。
コードマトリックスにみる保育記録
日時 保護者と私 保護者と保育士 保護者と子ども 振り返り
Ａ
子
の
記
録
よ
り
10.23 私は始め、保育士の卵で学生の自
分が母と子の間に入って良いの
だろうか、お母さん方にどう話し
かけたらよいのだろうかと不安
でした。しかし、お母さん方は自
然に私達を受け入れて下さいま
した。
おやつの時に、Ａ母が、担当の保
育士に「この子は、食事の時に椅
子からすぐ立つんです」と話して
いましたが、「大丈夫よ。他の子
もするのよ。○○君もするでし
ょ」と側にいた別の母親に投げか
けると、納得した様子でした。母
親は育児の細かな事ひとつひと
つに不安を持つこと、その不安を
相談できる場があることの大切
さを実感しました。
10.27 Ｂ君は、Ａお姉ちゃんの方に目も
向けずに一人遊びを続けていた
ので、私が母親に遠慮がちに「お
家では、お母さんが手が離せない
時は、ふたりはどのように過ごし
ているのですか」と聞くと、「Ｂ
君は、姉を追いかけているわね。
ふたりとも、一人で遊んでくれる
から楽よ」と答えてくれました。
私はこの親子が日中どのように
関わり合い、母親がふたりの子ど
もの年齢の違いや兄弟関係をど
の程度理解しているのか知りた
いと思いました。
私は、この時、母親の言動、印象
があまりにも淡々としている印
象を持ったこと、Ａちゃんのしつ
けがしっかりしているように感
じたために、家庭では、普段どの
ように親子３人で生活している
のか興味を持ったのだと感じま
した。
11.10 Ａちゃんがある車のおもちゃの
タイヤを押すと耳がパタパタと
動く仕掛けを楽しんでいる姿を
見て、私が「初めて知ったわ」と
驚いていると、Aちゃんの母親は、
「大人より先に子どもが何気なく
おもちゃの仕掛けに気づいたり、
他の子どもが遊んでいるのを見
て、子どもが仕掛けに気づいてや
ってみたりということは結構あ
るのよ」と話してくれました。私
は「なるぼど」と感心しました。
どうして、母親は、私にこのよう
な話しをしてくれたのか、その時
は疑問に思いませんでしたが、今
思うと、私達、学生の学びにもな
ると思って話してくれたとも考
えられます。
11.17 A君と Bさん親子がクレヨンで
バイキンマンの絵を描いて遊ん
でいました。私は「お母さん、バ
イキンマン上手ね」と A君に話
しかけるようにして、親子の傍に
座りました。すると、Bさんは A
君に、「お姉ちゃんに、何か書い
てもらったら」と声をかけまし
た。私は、「えーと、そうですね」
と戸惑っていると、Bさんは「私
は、バイキンマンをもう何百回書
いたことか」と笑って話してくれ
ました。
70
「子育て支援力」育成のための保育士養成教育に関する研究（２）
Ａ
子
の
記
録
よ
り
12.1 部屋にいる A母親は、Ｂ男に「お
姉ちゃんと遊んでおいで」と声を
かけるものの、Ｂ男は笑顔がぎこ
ちなく、私は、どう関わったらよ
いのか戸惑っていると、担当保育
士に向けて「24歳の姪のする事
が気になって、傍から離れないか
ら、若いお姉ちゃんが好きだと思
うんだけどなぁ」と話しているの
を聞いて、それなら何とかなるか
もしれないと安心しました。
そして、和らいだ空気を感じて
か、Ｂ男は私のいるままごとコー
ナーにやって来ました。
Ｂ
子
の
記
録
よ
り
10.23 初めて、子育て支援ルームで子ど
も達と関わってみて、お母さんと
いう一番安心できる存在が側に
いることで、お母さんを安全基地
として依存しながら、少しずつ新
しい一歩を踏み出そうとしてい
る姿を見ることができました。
学校で学習した母子相互関係に
かかわる事例が、実際の子育て支
援の現場で観察できたことが、大
きな学びとなりました。
10.27 Ａ子とＡ子の母親の関わりを見
ていると、母親は、少し離れたと
ころにいるＡ子に対して、「だめ」
「危ない」等注意の言葉ばかり投
げかけていましたが、もう少しＡ
子の楽しい気持ちや嬉しい気持
ちに寄り添うような言葉かけも
あったら良いのでないかとは感
じました。
11.10 Ｂ男とＢ男の母親のやりとりの
場面を見ていて、お絵かきの場面
で、電車を描くＢ男に対して、「こ
れを描かせておけば、満足するん
で」と言っており、私は、大人の
目線ではなく、Ｂ男の目線に立っ
て、Ｂ男の見ている世界を母親に
も少しでも良いから見て欲しい
と思いました。
私は、この時の母親の言葉に対し
て、少し批判的な気持ちを持って
いましたが、後から担当の先生に
聞くと、「お母さん、Ｂ男君がト
ーマス、描くの好きなの知ってる
んだ！さすがだね」という様に言
葉をかけると良いと学びました。
このような言葉かけで、母親の子
どもの世界への興味も広がると
思いました。
12.1 Ｂ子の母親は、少し不安げな様子
のＢ子から少し離れた所で、妹に
母乳をあげながら、担当保育士や
周りの母親達と何気ない会話で
盛り上がっていました。その様子
から、二人目ということもあって
か、大らかな子育てをしているの
ではないかと思いました。
12.12 Ｃ子とＣ子の母親のかかわりを
見ていて気になったのが、多くの
場合、母親が行動をリードしてい
て、Ｃ子は言葉を出さず、物を手
で払ったり、落としたりする姿が
目立ちました。特にＣ子自らが興
味を持った人形も母親が手渡す
と、ポロッとあっけなく落として
しまい、何故だろうと不思議に思
いました。
もう少し、長期間に渡ってＣ親子
を観察していかないと、これらの
状況は理解できないのだと思い
ました。
Ｃ
子
の
記
禄
よ
り
10.23 ままごとセットをもってＡ子の
ところへ行き、遊びに誘ってみま
したが、なかなか心を開いてく
れなかったので、お母さんに「じ
ゃがいも、どうぞ」と手渡すと、
Ａ子も興味を示し、私がお母さん
に、お母さんがＡ子に、Ａ子が私
に渡すという遊びを通して交流
することが出来ました。
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Ｃ
子
の
記
禄
よ
り
11.10 今日は子育て支援の中で、担当保
育士はどこまで援助をしている
のかという疑問を持ちました。前
回、参加した時は、親の相談にの
っている姿を見ることができ、こ
ここは、親の悩みを解決できる場
所であることが確認できました。
11.17 私は、子育て支援の場というの
は、母親の育児への疲労感や悩み
を一緒に解決していく場所だと
考えていました。しかし、子育て
支援は、お母さんと子どもが楽し
く遊ぶ場を提供するところであ
ると聞きました。そこで、担当の
先生の援助の仕方に注目してみ
ると、お母さんと子どもの成長を
共に喜び合ったり、決して親子で
会話しているところへ声かけな
どしていませんでした。
後日、担当の先生からお母さんと
成長を共に喜び合という事は、お
母さんへ次の見通しを話してあ
げる、場合によっては、その手だ
てをアドバイスする事だと聞き、
大変勉強になりました。
12.１ 今日は、担当の先生の動きや声か
けについて注目しました。先生
は、全体が見渡せる位置に立ち、
お母さん達と会話をしていまし
た。保育者は、常に安全面に気を
配り、気が抜けないなあと感じま
した。
12.12 まだ、生まれたばかりの乳児を連
れてきたお母さんが、担当の保育
士の先生や周りのお母さん達と
情報を提供し合っている場面を
見て、地域の親子が気軽に集える
場所があるのは、育児不安の軽減
に繋がるのだと感じました。
12.20 担当の先生から、我が子が可愛い
と思えないお母さんとゆっくり
と向き合った事で、表情も明るく
なり、子どもが好きになったとい
うエピソードを聞き、このような
悩みは、家の中で一人で抱え込ん
でいても解決せず、虐待にさえな
りかねないと感じ、このように悩
んでいるお母さん達が、気軽に足
を運び、子育ての楽しさを感じる
ことができるように援助する場
がとても大切であると改めて感
じました。
担当の先生のエピソードを聞い
たことは、本当に勉強になりまし
た。そして、悩みを持った母親と
向き合っていくことは、時間もか
かるけれど、その積み重ねが、信
頼関係を築いていくことに繋が
るのだと思いました。また、いろ
いろなエピソードを聞きたいと
思いました。
12.24 今日は、子育て支援広場でクリス
マス会が行われました。親子でケ
ーキを食べながら、クリスマスの
話題で盛り上がっていました。こ
のような行事に合わせて、子育て
支援の場でもクリスマス会を開
くことで、お母さん方の楽しみも
増え、リフレッシュにもなるのだ
と思いました。
当日のお母さん方の様子を思い
起こしてみると、本当に楽しそう
で、お母さん達は、イベント的な
ものが好きなんだと改めて感じ
ました。
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Ⅳ　分析と考察
１．視点について
学生の記録した事例をひとつ一つ丁寧に見つめ
ていくと、次のような概ね５つの視点が浮かび上
がってきた。
①保護者と私
②保護者と保育士
③保護者と子ども
④保護者と保護者
⑤子どもと子ども（子ども同士、兄弟同士）
これらの視点は、通常の保育者（士）養成校の
カリキュラムの中で行われている「実習」の中で
は、見られない新たな視点と考えられる。通常の
実習であれば、私（自分自身）を中心として、見
ることのできる視点は、主に担当クラスの保育者
と子どもとの二項関係であり、それを軸として広
がる視点は、子どもと子ども、子どもと私など限
られたものになってくる。しかし、本研究の中に
見られる視点は、私を中心として、保育者、保護
者と子ども（親子）という三項の関係が軸となり、
そこからさらに新たな関係性である保護者と保護
者（保護者同士）子どもと子ども（子ども同士）、
保護者と他児（我が子以外の子ども）など関係性
が無数に広がっていった事が特徴的である。
２．学生の記録からの分析～実践の意義を説く
３名の学生は、当初、メモ書きも何も持たない
参加形態である「関与観察」という試みで子育て
支援広場に参加したわけだが、各人の記録と参加
態度を照らし合わせながら見つめていくと観察方
法は三者三様となっていた。
Ａ子の参加形態は、積極的な性格を前面に押し
出し、常に保護者の隣に寄り添っていたが、その
記録からも主として、私（Ａ子）と保護者との関
係を中心に描かれたものが大部分を占めていた。
Ａ子の事例（Ａ子の記録より）
①保護者と私
Aちゃんがある車のおもちゃのタイヤを押す
とみみがパタパタと動く仕掛けを楽しんでいる
姿を見て、私が「タイヤを押すと耳が動くの。
初めて知ったわ」と驚いていると、Aちゃんの
母親は、「そうなのよ。大人より先に子供が何
気なくおもちゃの仕掛けに気づいたり、他の子
どもがそうして遊んでいるのを見て子どもが仕
掛けに気づいてやってみたりということは結構
あるのよ」と話してくれました。私は「なるぼど」
と思って、引き続き、そのおもちゃに触れて遊
んでいました。
この事例からＡ子は参加者の母親から子ども理
解に関する新たな知見を得ている。Ａ子は、関与
観察中、常に母親達の側に座り、母親同士の会話
に耳を傾けたり、時には、話しの中に参加したり
母親から育児に関する様々な知識や情報を得よう
とする積極的な学びの態度が随所に見られた。そ
して、本研究である観察期間が終了した後、現在
に至るまで、個人で子育て支援広場に足を運び、
「学生としての私が今どのように子育て支援に関
わるべきなのか、また学生の私に何ができるのか」
という自己課題を設定しながら、継続観察に取り
組んでいる。
Ｂ子の場合、記録の大半に担当保育士と保護者
の関わりに関する事例が挙げられていた。
Ｂ子の事例（Ｂ子の記述より）
②保護者と保育士
　私は、「子育て支援」をする場所というのは、
お母さんの育児への疲労感や悩みを一緒に解決
していく場所だと考えていました。しかし、担
当の先生の援助の仕方に注目してみると、お母
さんと子どもの成長を共に喜び合ったり、決し
て親子で会話をしているところへ声かけなどは
していませんでした。図 2 二項関係から三項関係へ
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この事例を読みとると、Ｂ子は自ら持っていた
「子育て支援」に関する認識を担当保育士の言動
や援助を観察することで、すり変えられており、
そこから新たな「子育て支援」観を形成するきっ
かけとなっている事がうかがえる。Ｂ子の場合、
目の前に迫ったプロの保育士としてのスタートに
備えて意識してなのか、常に担当保育士の言動、
動きを見つめ、それをモデルとして取り入れよう
とする積極的な姿勢が多く見られた。また、毎
回、関与観察の事後は担当保育士と懇談の場を申
し出て、担当保育士が経験した子育て支援でのエ
ピソードをも学びとして取り入れようとする姿が
印象的であった。
Ｃ子の記録では、保護者と子どもとの関係を中
心として描かれているものが多く見られた。
Ｃ子の事例（Ｃ子の記述より）
③子どもと母親
　Ｂ男とＢ男の母親のやりとりを見ているとお
絵かきの場面では、電車の絵を描くＢ男に対し
て、「これを描かせておけば満足するんで」と
言っており、私は大人の目線ではなく、Ｂ男の
目線に立ってＢ男の見ている世界を母親にも少
しでも良いから見て欲しいと思った。
Ｃ子の場合は、常時、親子の中には介入せず少
し離れた場所から観察を続けていた。親子関係を
丁寧にみつめていく事は、親子の背景にある「家
族概念」など目に見えないものにまで視野を広げ
る訓練になり得る。特に、子育て支援の相談事業
等においても、まずは、親子関係、親子の背景か
ら探っていかなければ、適切な助言、解決策を導
き出すことは出来ないであろう。Ｃ子もまた、目
の前に保育士としてのスタートを控えていた時期
であったが、現場で直ぐに行われる保護者への対
応、「保護者支援」に対して、まずは対象者の親
子関係から見つめていこうとする積極的な姿が見
られた。
このようにして、３名の記録を個々に、また全
体的に縦軸を通して見ていくと、Ａ子の場合、最
初は複数に捉えられていた視点が時間の流れとと
もに、一点に集中して捉えられるようになった。
Ｂ子、Ｃ子の場合は、自ら計画していたかのよう
に、始から視点がほぼ一点に向けられ、途中でぶ
れることなく、最後まで継続されている。そして、
３人に共通している事は、その視点の中で見いだ
した知見を次の観察に繋げ、そこからさらに新し
い知見を獲得することにも結びついていることで
ある。本研究からは、学生の「子育て支援」を捉
えていくための視点は、概ね３つに焦点化された。
しかしながら、この３つの視点が「子育て支援」
の中で核となる視点であるという事は、探索的研
究段階にある現時点において確定することはでき
ない。今後は、この３つの視点について、継続的
に時間をかけて、複数の目を持って、深く捉えて
かなければならないだろう。
また、横軸の中では、今回「振り返り」という
項目が付加されているが、これは、ひとつ一つの
事例に対して、その特徴や個別性などを見いだす
ためには、効果的な作業だと考える。
Ａ子の①の事例に対する振り返り
　どうして、母親は、私にこのような話しをし
てくれたのか、その時は疑問にも思いませんで
したが、今思うと、私達、学生の学びにもなる
と思って話してくれたとも考えられます。
このような振り返りの効果としては、個々に取
り上げられた事象に対して、自分の思いや感情、
読みとりは、はたして適切であったのか、時間を
おいて冷静に自己を分析し、洞察を深めるための
訓練が、「振り返り」の作業を行う中で、培われ
ていくことではないだろうか。
Ⅴ　まとめ
本研究は、「子育て支援力」育成のための保育
士養成教育に関する研究として、Ｈ保育園内の子
育て支援広場「ぽけっと」において、関与観察
を行った学生３人の学びを、彼女らの記述した
「ジャーナル」をもとに分析したものである。そ
こで、下記の３点から本取り組みをまとめること
とする。
（１）学生の「子育て支援観」の変容
３人ともが、それまで「子育て支援」のイメー
ジとして持っていたものが、この取り組みを通し
て変容している。
Ａ子の場合は、観察開始当初は、保護者と子ど
も、子ども同士、保護者同士など、多様な視点か
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ら観察、記録の記述を行っていたが、次第に私と
保護者との関係性に視点を絞っていくようになっ
た。Ａ子は、「この実践を通して、自分から保護
者であるお母さん方に投げかけてみることで、子
育て支援に求めているものや楽しめるものを共に
感じながら、保護者理解を深めていくことができ
た、また、今後も子育ての先輩であるお母さん方
に対して、学生の立場の私にできる子育て支援を
見つけていきたい」と抱負を述べている。
「担当保育士の言動や援助」の視点に重きを置
いていたＢ子の場合は、「子育て支援の場は、お
母さんの育児への疲労感や悩みを一緒に解決して
いく場」として捉えていたが、単なる相談・援助
の場ではなく、「子どもの成長」を一緒に喜びあ
うような共感する保育士の役割や、「親子の会話
ややり取りを見守る」ようなあたたかいまなざし
を向ける保育者の役割としての子育て支援観へ変
容が見られる。
親子の中には介入せず少し離れた場所から観察
を続けたＣ子の場合は、子育て支援の中で、「親
子関係を丁寧にみつめていく事」の大切さに気づ
き、実際に働き始めた後の子育て支援（保護者支
援）においては、「親子の背景にある「家族概念」
など目に見えないものにまで視野を広げて見てい
く」必要性を学んでいる。
保育所保育指針（平成２０年３月告示）の「第
６章保護者支援」においては、「保育所における
保護者に対する支援の基本」として、
「（1）子どもの最善の利益
（2）保護者との共感
（3）保育所の特性を生かした支援
（4）保護者の養育力向上への寄与
（5）相談・助言におけるソーシャルワークの
機能
（6）プライバシ―の保護及び秘密保持
（7）地域の関係機関との連携・協力」
という７項目が挙げられている。この取り組み
における学生の子育て支援観の変容を見てもわか
るように、指針に示されている中でも、とくに（1）
～（5）の点に関連した視点や気づきが育ってい
ることが示唆される。
（２）学生にとっての「保護者（親子）」の存在の
持つ意味
図２のように、「学生－親子－保育者」の三項
の関係が軸となり、学生のジャーナルでは「①保
護者と私／②保護者と保育士／③保護者と子ども
／④保護者と保護者／⑤子どもと子ども（子ども
同士、兄弟同士）」の概ね５つの視点が浮かび上
がったことを示した。
これは、通常の保育実習・教育実習では得られ
ない視点であり、また昨年度の論文「「子育て支
援力」育成のための保育士養成教育に関する研究
（１）」で浮かび上がったイベント・プログラム実
施型の子育て支援活動においては得ることが難し
い視点であったと考えられる。
（３）学生にとっての「振り返り」の意味
サービス・ラーニングでは、「振り返り」の過
程がキーポイントである。この取り組みは、学生
の行っている行為としては、ジャーナルを作成す
る中に「日誌記述」と「振り返り」の過程が含ま
れており、本取り組みにおいては、「関与観察→
日誌記述→振り返り」という一連のサイクルの中
に「振り返り」が組み込まれている。
学生たちは、「関与観察①→日誌記述①→振り
返り①」→「関与観察②→日誌記述②→振り返り
②」→「関与観察③→日誌記述③→振り返り③」
という３サイクルを経験することを通じて、課外
活動としての「ボランティア」では深めていくこ
とが難しい「振り返り」のプロセスが入ることに
よって、「自分がどう関わるか」「そこから何を学
ぶか」という学生自身の目的意識が育ってきてい
ることがわかる。
同様に、保育・教育実習においては、実習日誌
を時間軸（保育の流れ）に即して記述し、「環境
構成」「子どもの姿」「保育者の援助・配慮」との
関連性を学び、そこから考察・反省することで、
実習中の日々の「振り返り」を行うことになって
いる。はじめから実習において何を学び経験して
くるかという概ねの目標が定められている中での
「振り返り」と、このようなサービス・ラーニン
グの視点で学生たちがジャーナルを作成して「振
り返る」ものとは、視点および学びの内容が違っ
ている。その意味で、サービス・ラーニングは実
習とは違う意味を持つものである。
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以上のことから、本取り組みにおいて、学生が
サービス・ラーニングの観点で、実際の保育所で
の子育て支援活動に参加し、関与観察を行うこと
で、「授業と関連」「学生主導」の活動となるもの
であり、学生の主体性、学習との関連性の両方を
意図したプログラムであるといえる。そしてこれ
は、類似の活動であるボランティアや実習とは違
う学びを提供しうるものであることが示された。
また、養成校で行われる学生主体のイベント実施
型の子育て支援活動で体験的に学ぶ「子育て支援
観」とは違う観点で、学生の「子育て支援観」の
変容をもたらすものであると考えられる。
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